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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
に

特
化
し
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
さ
れ
る
も
の

は
老
若
男
女
す
べ
て
の
世
代
の
方
が
、
取
り
組
み
や
す
く
皆
が
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
今
回
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
三
種
類
紹
介
し
ま
す
。 

・
モ
ル
ッ
ク 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、
モ
ル
ッ
ク
と
い
う
白
樺
の
木
の
棒

を
下
手
投
げ
で
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
た
り
、
転
が
し
た
り
し
て
、
ス
キ
ッ
ト
ル
と

い
う
ピ
ン
を
倒
し
点
数
を
競
う
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
大
人

も
子
供
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。 

・
ド
ッ
ヂ
ビ
ー 

ウ
レ
タ
ン
製
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
使
用
し
て
一
チ
ー
ム
十
三
人
で

行
う
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
形
式
の
ゲ
ー
ム
で
す
。
ル
ー
ル
も
簡
単
な
た
め
、
大
人

も
ハ
マ
る
面
白
さ
が
魅
力
で
す
。 

・
ペ
タ
ン
ク 

南
フ
ラ
ン
ス
の
港
町
で
生
ま
れ
た
競
技
で
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
転
が
し

た
り
し
て
、
い
か
に
目
標
球
（
ビ
ュ
ッ
ト
）
に
近
づ
け
る
か
の
ゲ
ー
ム
で

す
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
楽
し
め
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
紹
介
し
た
も
の
は
、
富
津
市
役
所
五
階
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
に
用
具
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

問 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

 
 

 
 

 
 

 
 

☎
八
〇
‐
一
三
四
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春
が
も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
！ 

い
ろ
ん
な
出
会
い
や
発
見
が
あ
る
と
い
い
ね
！ 

 

〇
「
も
り
の
く
う
ち
ゅ
う
さ
ん
ぽ
」 

（
絵
本
／
市
民
会
館
）
ま
つ
お
か 

た
つ
ひ
で
／
作 

・
あ
ま
が
え
る
り
ょ
こ
う
し
ゃ
の
あ
ま
が
え
る
は
、

池
で
見
つ
け
た
紙
ひ
こ
う
き
で
空
の
旅
を
楽
し
む
こ

と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
落
ち
葉
の
チ
ラ
シ
を
森
中

に
ま
い
た
ら
、
カ
タ
ツ
ム
リ
に
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
に
ダ

ン
ゴ
ム
シ
、
お
客
さ
ん
で
大
人
気
。 

 

紙
ひ
こ
う
き
が
飛
び
出
し
て
、
森
の
空
中
散
歩
が

始
ま
り
ま
し
た
。
空
か
ら
見
た
森
に
は
、
た
く
さ
ん

の
新
し
い
発
見
が
。 

 

と
こ
ろ
が
、
空
に
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
わ
く
て
危
険
な
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
。 

 

ど
ん
な
空
中
散
歩
に
な
る
の
か
な
？ 

 

〇
「
は
る
の
お
と
が
き
こ
え
る
よ
」 

（
絵
本
／
移
動
図
書
館
）
マ
リ
オ
ン
・
デ
ー
ン
・ 

バ
ウ
ア
ー
／
文
、
ジ
ョ
ン
・
シ
ェ
リ
ー
／
絵
、
片
山 

令
子
／
訳 

・
雪
の
つ
も
っ
た
冬
の
夜
に
不
思
議
な
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
コ
ツ
ン 

コ
ト
ン 

コ
ツ
コ
ツ 

ガ
リ

ガ
リ 

バ
リ
バ
リ 

パ
リ
ン 

パ
ク
ン 

パ
ン
！ 

森
の
く
ま
や
う
さ
ぎ
は
一
緒
に
音
の
す
る
方
へ

歩
い
て
い
き
ま
し
た
。
動
物
た
ち
や
森
の
植
物
、

風
た
ち
も
「
も
う
す
ぐ
く
る
よ
ぉ
」
「
と
う
と
う

や
っ
て
く
る
ね
！
」
と
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
。 

こ
の
音
は
、
ど
ん
な
す
て
き
な
こ
と
を
つ
れ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

問 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係 

 
 

☎
八
〇
‐
一
三
四
五 

 

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
推
進 

～ 

令
和
５
年
度
千
産
千
消
デ
ー
献
立
の
紹
介 

～ 

 
 

学
校
給
食
で
は
、
地
産
地
消
の
推
進
と
し
て
、

地
元
で
採
れ
る
新
鮮
な
農
産
物
を
取
り
入
れ
た
献

立
や
、
富
津
市
産
の
エ
コ
米
（
減
農
薬
の
米
）
を

使
用
し
、
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
て
い
ま

す
。 

 

地
域
の
自
然
、
食
文
化
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
育
っ
た
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む
た
め
、
今

後
も
継
続
し
て
地
域
の
食
材
を
活
用
し
て
い
き
ま

す
。 

 

         

問 

学
校
教
育
課
給
食
係 

 
 

☎
八
〇
‐
一
三
四
三 

 

【
青
堀
小
学
校
献
立
】 

ご
は
ん
、
牛
乳
、 

豚
肉
の
み
そ
焼
き
、 

鶏
肉
と
野
菜
の
ソ
テ
ー
、 

た
ま
ご
と
わ
か
め
の 

ス
ー
プ
、 

ひ
と
く
ち
苺
牛
乳 プ

リ
ン 
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就学援助（準要保護）制度についてのお知らせ 
 

 就学援助（準要保護）制度とは、経済的理由等でお困りの家庭に、学用品費や給食費等を援助する

制度です。 

＊援助の対象となる人 

(１)要保護（生活保護法による扶助受給者）に準ずる程度に困窮している人 

(２)長い病気や突発的な事故等で収入が不安定な人 

(３)その他の事情でお困りの人（学校又は学校教育課にご相談ください） 

＊申請方法 

申請書は、各学校及び学校教育課又は市ホームページで配布しています。 

申請書に必要事項を記入し、必要書類を添付して、学校に提出してください。 

なお、申請書はお子さん1人につき1枚必要です。 

＊就学援助費の内容（令和５年度） 

援助費目 年額／限度額 
援助費（円） 

小学校 中学校 

新入学用品費 年額 ５４，０６０ ６３，０００ 

学用品費 年額 １１，６３０ ２２，７３０ 

通学用品費 年額 ２，２７０ ２，２７０ 

修学旅行費 限度額 ２２，６９０ ６０，９１０ 

給食費 年額 ５０，６００ ６２，７００ 

校外活動費 限度額 １，６００ ２，３１０ 

校外活動費（宿泊） 限度額 ３，６９０ ６，２１０ 

通学費（小学校） 片道2㎞以上の住所地の学区通学（公共交通機関実費相当額） 

医療費 
むし歯、中耳炎等の学校保健安全法第 24 条で定められた疾病にかかり、

治療指示があった場合の医療費（保険診療の自己負担分）を援助 

※ 年度途中から認定された場合は、支給される金額が年額より少なくなります。（月割認定とな

ります。） 

※ 各援助費目には、補助対象範囲が決められています。 

※ 資産の保有状況、親族からの援助状況等により援助の対象とならない場合もあります。 

 問  学校教育課学務係 ☎８０‐１３３９ 

 育英資金制度について 

  富津市では、高校・大学等に在学している人で、経済的理由で就学が困難な場合に、学資を無利子 

でお貸しする育英資金制度があります。 

対象 貸与額 貸与期間 

高等学校 月額２０，０００円以内  

高等専門学校 月額３０，０００円以内 正規の修業期間の範囲内 

大学、大学院または専修学校の専門課程 月額４０，０００円以内  

 *返還の期間及び返還方法 

   卒業の月の１年後から１０年以内に、貸与した全額を月賦、半年賦または年賦の方法により返還

してください。 

*申請方法等については富津市ホームページ「育英資金制度について」をご覧ください。 

 問  教育総務課庶務係 ☎８０‐１３４０ 


